Compilation of Self-goverment History and the Study of Rural History by 岩橋 清美
自治体史の編纂と地域史研究 : 自治体史編纂の到
達点と課題
著者 岩橋 清美
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 58
ページ 52-58
発行年 2002-09-30
URL http://hdl.handle.net/10114/10749
戦
後
歴
史
学
研
究
は
、
歴
史
の
主
体
と
し
て
、
民
衆
や
地
方
（
地
域
）
に
注
目
し
、
社
会
構
造
の
特
質
の
解
明
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
過
程
で
、
各
地
で
積
極
的
に
史
料
調
査
が
行
わ
れ
、
史
料
集
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
膨
大
な
史
料
を
手
軽
に
人
手
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
地
域
史
料
の
調
査
・
刊
行
に
お
い
て
自
治
体
史
編
纂
が
果
た
し
た
役
割
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
。
自
治
体
史
の
編
纂
は
一
九
六
○
年
代
頃
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
の
波
に
乗
っ
て
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
行
政
の
責
務
と
し
て
企
画
さ
れ
る
た
め
、
時
と
し
て
市
制
施
行
記
念
等
の
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
各
自
治
体
は
編
纂
事
業
を
通
し
て
、
そ
の
将
来
像
を
模
索
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
〔コメント〕
｛Ｈ口治体史の編纂し」地域史研究
ｌ
自
治
体
史
編
纂
の
到
達
点
と
課
題
Ｉ
法
政
史
学
第
五
十
八
号
は
じ
め
に
一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
の
歴
史
学
の
新
し
い
研
究
動
向
と
し
て
記
録
史
料
学
の
発
展
が
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
’
九
八
七
年
に
「
公
文
書
館
法
」
が
成
立
し
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
が
公
文
書
等
の
保
存
・
閲
覧
・
調
査
研
究
を
行
う
公
文
書
館
の
設
置
と
専
門
職
員
の
配
置
の
責
務
が
明
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
治
体
史
編
纂
時
に
収
集
し
た
資
料
の
保
存
・
公
開
が
編
纂
後
の
重
要
な
課
題
に
な
る
と
と
も
に
、
編
纂
自
体
に
対
す
る
取
り
組
み
に
も
変
化
が
見
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
自
治
体
史
の
刊
行
の
み
を
目
的
に
す
る
の
で
は
な
く
、
編
纂
事
業
自
体
を
資
料
保
存
の
一
過
程
と
位
置
付
け
、
調
査
時
の
史
料
の
保
管
状
況
の
記
録
化
（
現
状
記
録
）
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
古
文
書
の
整
理
方
法
も
大
き
く
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
個
々
の
古
文
書
を
群
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
視
角
は
歴
史
学
の
研
究
方
法
に
も
影
響
を
与
え
、
記
録
史
料
学
を
意
識
岩
橋
清
美 五二
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一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
、
自
治
体
史
編
纂
に
お
け
る
古
文
書
の
調
査
・
整
理
方
法
は
こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
古
文
書
が
保
存
さ
れ
て
き
た
環
境
を
も
調
査
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
古
文
書
を
個
別
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
群
と
し
て
考
え
、
個
々
の
古
文
書
の
関
係
性
を
重
視
し
た
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
近
世
村
落
文
書
の
多
く
は
、
江
戸
時
代
に
村
役
人
を
勤
め
た
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
家
を
取
り
巻
く
歴
史
と
環
境
が
史
料
の
残
存
状
況
を
左
右
し
て
い
る
と
言
え
る
。
現
状
記
録
と
は
、
群
と
し
て
文
書
を
捉
え
る
こ
と
が
逆
に
個
々
の
古
文
書
の
存
在
意
義
を
明
確
に
し
え
る
と
い
う
思
想
か
ら
生
じ
た
調
査
方
法
で
あ
し
た
研
究
成
果
が
多
く
見
ら
れ
た
。
一
例
と
し
て
は
文
書
の
保
存
・
管
理
等
の
あ
り
方
を
取
り
上
げ
た
文
書
管
理
史
お
よ
び
文
書
に
対
す
（１）
る
意
識
を
分
析
し
た
一
連
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
本
稿
で
は
、
法
政
大
学
史
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
財
と
し
て
の
古
文
書
と
古
記
録
」
に
お
け
る
筑
紫
敏
夫
氏
の
報
告
「
近
世
村
落
文
書
の
整
理
と
自
治
体
史
編
纂
」
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
治
体
史
編
纂
の
到
達
点
と
課
題
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
自
治
体
史
の
編
纂
と
地
域
史
研
究
（
岩
橋
）
史
料
整
理
方
法
と
自
治
体
史
編
纂
る
。
こ
う
し
た
古
文
書
の
伝
来
過
程
へ
の
関
心
は
、
公
文
書
館
設
立
運
動
と
も
密
接
に
結
び
つ
き
、
各
自
治
体
史
編
纂
お
よ
び
個
々
の
研
（２）
究
・
調
査
団
体
に
お
け
る
調
査
の
実
践
例
が
多
く
報
生
□
さ
れ
た
。
筑
紫
氏
の
報
告
も
そ
の
一
例
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
千
葉
県
袖
ヶ
浦
市
史
で
は
市
制
施
行
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
編
纂
が
企
画
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
成
果
物
と
し
て
『
史
料
目
録
」
『
資
料
編』・『通史編』・『市史研究』等を刊行してきた。調査にお
い
て
は
、
現
状
記
録
を
重
視
し
、
古
文
書
が
保
管
さ
れ
て
き
た
土
蔵
等
の
内
部
配
置
や
保
存
容
器
の
確
認
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、
古
文
書
の
取
出
し
原
則
を
決
定
し
、
原
則
に
従
っ
て
古
文
書
を
取
出
し
袋
詰
め
を
行
い
、
史
料
番
号
を
付
し
た
後
、
表
題
・
年
代
・
作
成
者
・
受
取
人
等
を
詳
細
に
カ
ー
ド
に
記
入
し
た
。
こ
の
カ
ー
ド
を
も
と
に
古
文
書
の
目
録
を
編
成
し
、
『
資
料
編
』
「
通
史
編
』
刊
行
の
基
礎
作
業
と
し
た
。
袖
ヶ
浦
市
に
お
け
る
調
査
事
例
は
近
年
の
自
治
体
史
編
纂
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
標
準
的
な
も
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
よ
り
確
実
な
現
状
記
録
を
行
う
た
め
に
、
写
真
や
ス
ケ
ッ
チ
だ
け
で
は
な
く
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
精
徴
な
調
査
を
行
う
事
例
が
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
精
徴
な
調
査
を
行
う
あ
ま
り
、
調
査
に
か
か
る
時
間
や
予
算
が
問
題
視
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
る
と
き
、
調
査
技
術
に
注
目
す
る
あ
ま
り
、
な
ぜ
、
現
状
記
録
を
五
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と
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
袖
ヶ
浦
市
史
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
現
状
記
録
の
成
果
が
「
史
料
目
録
』
や
「
資
料
編
』
の
編
集
に
明
確
に
反
映
さ
れ
て
い
る
自
治
体
史
が
少
な
い
こ
と
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
現
状
記
録
と
は
文
書
群
の
現
秩
序
で
あ
り
原
秩
序
で
は
な
い
。
文
書
群
の
原
秩
序
を
解
明
す
る
た
め
の
一
助
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
現
状
記
録
を
尊
重
す
る
立
場
を
と
る
な
ら
ば
、
「
史
料
目
録
』
と
は
現
状
記
録
を
も
と
に
文
書
群
の
原
秩
序
を
考
察
し
、
文
書
群
の
全
体
像
の
解
明
を
試
み
た
一
つ
の
研
究
成
果
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
し
た
文
書
目
録
で
、
比
較
的
早
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
東
京
都
多
摩
市
が
刊
行
し
た
「
多
摩
市
史
関
係
所
在
文
書
目
録
』
（
１
）
～
（
３
）
（
以
下
『
文
書
目
録
』
と
略
す
。
）
が
あ
（３）
げ一ｂれよう。
多
摩
市
史
で
は
、
古
文
書
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
「
何
よ
り
も
、
そ
れ
が
い
か
な
る
機
関
・
組
織
・
個
人
の
、
い
か
な
（４）
る
行
為
の
過
程
で
発
生
し
、
ま
た
伝
来
し
た
も
の
な
の
か
」
と
い
う
点
に
留
意
し
、
「
文
書
目
録
』
を
作
成
し
た
。
つ
ま
り
、
主
題
分
類
を
最
初
に
設
定
し
そ
れ
に
合
わ
せ
て
実
際
の
古
文
書
を
分
類
す
る
と
い
う
従
来
の
方
法
を
否
定
し
、
古
文
書
作
成
主
体
の
社
会
的
立
場
に
即
し
て
古
文
書
を
分
類
し
文
書
の
作
成
伝
来
意
図
が
明
確
に
な
る
よ
法
政
史
学
第
五
十
八
号
う
に
心
が
け
た
。
こ
の
た
め
、
項
目
分
類
は
文
書
群
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
文
書
目
録
」
で
は
大
項
目
か
ら
徐
々
に
細
か
い
項
目
に
枝
分
か
れ
す
る
形
式
を
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
の
持
つ
意
味
や
関
係
性
を
示
す
よ
う
努
め
た
。
こ
れ
は
実
際
の
作
業
で
は
、
最
初
に
個
々
の
古
文
書
の
持
つ
意
味
を
詳
細
に
確
定
し
、
次
に
文
書
が
い
か
な
る
過
程
で
作
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
視
点
で
分
類
項
目
に
収
散
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
近
世
社
会
で
は
、
一
個
人
は
「
家
」
を
媒
介
と
し
て
社
会
的
存
在
に
成
り
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
に
立
ち
「
家
政
」
と
い
う
大
分
類
を
各
文
書
群
の
冒
頭
に
置
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
多
摩
市
史
で
は
、
こ
う
し
た
古
文
書
の
伝
来
状
況
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
『
資
料
編
』
（
近
世
部
分
）
で
は
掲
載
資
料
を
家
別
に
編
成
し
た
。
た
だ
し
、
家
別
の
資
料
配
列
は
一
見
し
て
地
域
の
歴
史
を
通
史
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
と
い
う
欠
点
も
あ
り
、
市
民
層
ま
で
も
含
ん
だ
読
者
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
治
体
史
の
場
合
、
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い。筆
者
は
以
前
、
武
蔵
国
多
摩
郡
蓮
光
寺
村
（
現
東
京
都
多
摩
市
）
名
主
富
澤
政
宏
家
文
書
（
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
蔵
）
中
の
村
方
騒
動
の
文
書
の
分
析
を
行
い
、
原
秩
序
と
現
秩
序
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
現
秩
序
維
持
が
文
書
群
の
内
部
（５）
構造の分析に一定の有効性があることを一不した。
五
四
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こ
こ
で
は
、
近
年
の
自
治
体
史
編
纂
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
史
研
究
と
の
関
連
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
自
治
体
史
編
纂
は
基
本
的
に
は
現
行
の
行
政
区
域
を
基
準
と
す
る
た
め
、
自
治
体
を
越
え
た
資
料
調
査
や
記
述
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
前
近
代
に
お
け
る
地
域
社
会
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
現
行
の
自
治
体
の
枠
組
みを越えた調査・研究が必要とされるのは一一一一口うまでもない
こ
と
で
あ
る
。
神
奈
川
県
寒
川
町
で
は
、
こ
う
し
た
自
治
体
史
の
制
限
を
見
直
し
、
自
治
体
の
範
囲
を
越
え
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
（６）
を
『
資
料
編
』
と
し
て
刊
行
し
た
。
「
寒
川
町
史
』
資
料
編
近
世
（
３
）
は
全
編
、
文
政
改
革
お
よ
び
改
革
組
合
村
関
連
の
史
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
改
革
組
合
村
は
関
文
書
群
の
現
秩
序
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
過
去
の
あ
る
時
点
の
文
書
保
存
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
文
書
群
の
原
秩
序
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
原
秩
序
と
は
そ
の
文
書
群
の
個
々
の
文
書
の
機
能
と
そ
れ
ら
の
関
連
を
分
析
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
理
念
上
の
秩
序
で
あ
る
。
現
状
記
録
の
技
術
的
工
夫
に
終
始
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
個
々
の
文
書
の
関
係
か
ら
文
書
群
を
構
造
的
に
把
握
す
る
理
念
こ
そ
が
、
今
後
の
地
域
史
研
究
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
自
治
体
史
の
編
纂
と
地
域
史
研
究
（
岩
橋
）
二
自
治
体
史
編
纂
の
方
向
性
東
地
域
の
自
治
体
史
の
場
合
、
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
項
目
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
改
革
組
合
村
の
範
囲
が
現
行
の
行
政
区
画
と
一
致
し
な
い
場
合
も
多
い
た
め
、
分
析
に
不
十
分
さ
を
残
す
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
寒
川
町
域
の
村
々
は
相
模
国
高
座
郡
一
之
宮
村
組
合
に
位
置
す
る
が
、
『
資
料
編
」
で
は
、
一
之
宮
村
組
合
の
組
織
と
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
広
く
調
査
を
行
い
、
｜
之
宮
村
組
合
に
隣
接
す
る
相
模
国
・
武
蔵
国
の
一
部
の
村
々
の
史
料
も
採
用
し
て
編
纂
さ
れ
た
。
『
資
料
編
』
自
体
は
一
ノ
宮
村
組
合
の
実
証
研
究
で
あ
る
と
同
時
に
改
革
組
合
村
を
統
一
的
な
視
点
か
ら
観
察
で
き
る
材
料
に
も
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
域
の
特
殊
性
を
内
在
的
に
批
判
し
普
遍
化
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
治
体
史
編
纂
に
は
地
域
の
固
有
性
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
そ
れ
を
一
般
化
で
き
な
い
ケ
ー
ス
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
か
多
い
。
実
証
研
究
に
基
づ
く
地
域
の
特
殊
性
と
普
遍
性
と
を
弁
証
法
的
に
統
一
す
る
指
針
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
近
年
、
自
治
体
史
編
纂
は
終
息
に
向
う
も
の
も
あ
る
一
方
、
新
た
に
開
始
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
新
た
に
編
纂
を
は
じ
め
る
事
例
を
大
別
す
る
と
、
既
刊
の
自
治
体
史
の
補
完
と
し
て
現
代
史
を
中
心
に
刊
行
す
る
場
合
と
近
年
の
地
域
史
研
究
の
成
果
を
取
り
入
れ
て
新
た
に
編
纂
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
神
奈
川
県
相
模
原
市
で
は
、
二
○
○
｜
年
度
よ
り
新
た
に
市
史
編
五五
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現
在
、
自
治
体
史
編
纂
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な
問
題
の
一
つ
と
し
て
自
治
体
史
編
纂
後
の
史
料
の
保
存
・
公
開
が
あ
る
。
「
公
文
書
館
」
の
制
定
に
よ
り
史
料
の
保
存
・
公
開
へ
の
意
識
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
自
治
体
史
編
纂
後
の
史
料
の
移
管
先
が
決
ま
ら
ず
十
分
な
保
存
・
公
開
体
制
が
整
わ
な
い
事
例
も
少
な
く
な
い
。
纂
が
開
始
さ
れ
た
。
今
回
の
編
纂
で
は
一
九
七
○
年
代
の
編
纂
に
よ
っ
て
完
結
し
た
『
相
模
原
市
史
」
の
続
編
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
り
な
が
ら
も
近
年
の
新
し
い
成
果
も
踏
ま
え
つ
つ
全
体
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
編
纂
審
議
委
員
会
で
は
積
極
的
に
一
般
市
民
を
審
議
委
員
に
加
え
、
｜
市
民
と
し
て
市
史
が
取
り
上
げ
る
べ
き
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
を
提
示
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
、
景
観
や
自
然
環
境
の
変
化
、
家
族
形
態
の
変
化
、
米
軍
基
地
問
題
、
女
性
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
編
纂
審
議
委
員
会
で
は
、
従
来
の
歴
史
学
研
究
の
枠
組
み
を
越
え
、
社
会
学
等
の
方
法
論
や
分
析
視
角
を
持
た
な
け
れ
ば
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
を
出
し
、
編
纂
方
針
に
加
え
た
。
自
治
体
史
編
纂
を
め
ぐ
る
近
年
の
状
況
は
、
ま
さ
に
従
来
の
地
域
史
研
究
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
対
す
る
問
い
か
け
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
法
政
史
学
第
五
十
八
号
三
史
料
保
存
・
公
開
の
方
向
性
こ
こ
で
は
、
一
一
○
○
二
年
四
月
に
開
館
し
た
熊
本
県
本
渡
市
立
天
草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（
以
下
天
草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
す
る
）
を
紹
介
し
（７）
た
い
。
天
草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
設
立
の
契
機
は
一
一
○
○
○
年
八
月
に
行
な
わ
れ
た
天
草
史
料
調
査
会
と
本
渡
市
と
の
交
流
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
公
文
書
収
集
の
た
め
の
文
書
起
案
、
市
役
所
各
課
へ
の
説
明
会
を
経
て
、
二
○
○
｜
年
九
月
、
公
文
書
館
設
置
条
例
が
施
行
さ
れ
、
翌
一
○
月
に
は
第
一
回
本
渡
市
公
文
書
館
設
置
審
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
館
に
至
る
ま
で
本
渡
市
で
は
公
文
書
保
存
研
修
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、
官
民
両
者
に
公
文
書
館
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
の
取
り
組
み
は
全
国
史
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
長
野
大
会
に
お
い
て
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
天
草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
設
立
の
趣
旨
は
、
現
在
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
持
つ
一
一
一
つ
の
機
能
の
実
現
に
あ
る
。
三
つ
の
機
能
と
は
、
文
化
的
機
能
・
社
会
的
機
能
・
行
政
的
機
能
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
う
ち
文
化
的
機
能
と
は
、
役
所
・
個
人
や
家
・
諸
団
体
等
の
史
料
を
地
域
の
記
録
遺
産
と
し
て
保
存
・
利
用
に
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
史
料
の
多
く
は
個
人
の
家
に
お
い
て
保
管
・
伝
来
さ
れ
て
き
た
が
、
家
族
形
態
や
居
住
空
間
の
変
化
が
所
蔵
家
の
史
料
の
保
存
・
伝
来
を
困
難
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
役
所
に
お
け
る
行
政
文
書
も
自
治
体
の
合
併
に
よ
（８）
り
、
そ
の
保
存
・
管
理
・
公
開
の
あ
り
方
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
的
機
能
と
し
て
は
「
情
報
公
開
」
と
「
ア
カ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
五
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以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
筑
紫
氏
の
報
告
の
コ
メ
ン
ト
を
含
め
て
、
近
年
の
自
治
体
史
研
究
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
た
。
自
治
体
史
の
編
纂
が
戦
後
の
地
域
史
研
究
の
発
展
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
自
治
体
史
は
現
代
社
会
の
特
質
が
創
り
だ
し
た
一
つ
の
歴
史
叙
述
に
過
ぎ
ず
、
行
政
と
専
門
家
が
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
し
た
「
偽
り
の
リ
ァ
リ
テ
ィ
」
で
は
な
い
（９）
か
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
こ
う
し
た
批
判
に
対
す
る
明
確
な
回
答
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
の
だ
が
、
す
べ
て
を
自
治
体
史
と
い
う
刊
行
物
に
収
数
す
る
の
で
は
な
く
、
編
纂
の
過
程
で
蓄
積
し
た
史
料
の
公
自
治
体
史
の
編
纂
と
地
域
史
研
究
（
岩
橋
）
（
説
明
責
任
）
の
実
現
、
行
政
的
機
能
と
し
て
は
、
よ
り
高
度
で
効
率
的
な
行
政
を
実
現
す
る
た
め
の
資
源
蓄
積
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て、｜｜｜っの機能を備えた文書館が二一世紀の独創的な地域
づ
く
り
に
必
要
な
情
報
資
源
を
蓄
積
す
る
記
憶
装
置
た
り
え
る
と
し
ている。
官
民
両
者
を
巻
き
込
ん
だ
天
草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
設
立
の
運
動
と
そ
の
理
念
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。
自
治
体
史
の
編
纂
も
真
の
意
味
で
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
と
し
て
、
編
纂
意
図
と
そ
の
必
要
性
を
明
確
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
自
治
体
史
編
纂
終
了
後
の
方
向
性
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
言
え
よ
う
。
お
わ
り
に
開
．
利
用
を
促
進
し
、
多
様
な
地
域
史
の
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
浸
透
等
に
よ
り
地
域
住
民
の
地
域
概
念
や
史
料
に
対
す
る
意
識
は
多
様
化
し
て
い
る
。
多
様
化
す
る
地
域
概
念
に
対
処
し
え
る
史
料
情
報
を
提
供
し
、
様
々
な
見
地
に
立
つ
歴
史
を
相
互
に
関
係
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
治
体
史
編
纂
事
業
全
体
が
地
域
を
捉
え
る
視
角
・
方
法
の
多
様
性
を
追
求
し
、
地
域
概
念
そ
の
も
の
を
見
直
す
こ
と
で
、
新
た
な
地
域
史
研
究
の
構
築
の
可
能
性
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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